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学級発表

『たっぷりと光が入り、風が抜ける楽しいステップ校舎』
既存校舎と新校舎の間に光と風が入るひろばを設けます。
高さの違う多様なひろばと雁行配置した建物群は、
学年があがるたびに、学びが広がってつながり、
段々とステップを上がっていくように、
楽しみが重なっていく機能を持っています。

「まなびの広場」

「そらした広場」

「わくわく広場」

②送迎通学路

③自転車通学路

④バス通学路

Ｖ字形に切り取られた空が見える中庭
グラウンドの退避場所としても

特別教室とランチルームがつながる
学びの拡張空間

飼育小屋や遊具がある
わくわくする広場

教室前空間を使った自由な教室環境 1 階 2 階

前期課程の特別支援学級エリア

ひとりひとりが輝く「個別最適な学び」 1 年生から 9 年生が学びあう「協働的な学び」志布志市松山地域義務教育学校で実現する
新しい時代の学び × 志布志市「三つのおしえ」× 松山の学び

異学年交流や
教師コーナーとして

収納

小規模プレゼン
階段下スペース

中規模プレゼン
昇降口スペース

教室拡張

課題①「新しい時代の学び」を実現するための提案

 2. 全校生徒が毎日同じ時間を共有する豊かな空間づくり

 1. 屋内外を自由に使って一緒に学ぶ、単位毎の多様な空間

 2. 個別学習環境が構築しやすい特別支援学級
 2. 松山だからできる、大地からの学び

（第５号様式）技術提案書

豊かな自然があふれる、志布志市松山。
やっちくと呼ばれる豊かで美しくユニークな地域は、「ここにしかない学び」が多くあると考えます。
ICT をはじめとした新しい時代の学びや社会の変化に柔軟に対応しながらも、
人とのつながりや対話、地域に根ざした学び、ここにしかない環境の中で、ひとりひとりがいきいきと過ごす学校づくり。
共に学びながら、「志」とこのまちへの想いを育み、地域と共に歩む義務教育学校を目指します。

 1. みんなのランチルーム･やっちくホール

やっちくの大地で育まれた知恵を 次世代へ手渡す学びの拠点づくり

ランチルーム「やっちくホール」

配 置 図鳥 瞰 図

わくわく広場・まなびの広場
本を読んだり、遊んだり、育てたり

個性が育ち、つながる外部空間

 1. 個別･少人数スペースを備えた普通教室

そらしたデッキ

うらにわデッキ

前期･後期課程でエリアを分けます。
　前期 | 学校に適応しやすい環境
　後期 | 進路を見据えた落ちついた環境

きらり輝く三つのおしえ

新しい時代の学び

松山の学び

高低差のある学校敷地を活かした様々な外部空間を設けます。
人とのつながり、地域や環境を感じる松山らしい学びの場です。

【まなびの広場】
特別教室やランチルームにつながる
学びの拡張空間です。

【わくわく広場】
菜園や飼育小屋など、地域の方から
やっちくの知恵を受け継ぐ空間です。

【そらした広場】
普通学級と特別支援学級をつなぐ中
庭です。学びの拡張やグラウンドと
相互利用場所として利用できます。

学校の中心に、全校生徒･教職員が毎日一緒に給食を食べる
ランチルーム「やっちくホール」を計画します。

【異学年交流･地域交流】
学年を問わずに協力して給食準備を
行い、一緒に同じものを食べます。
時には地域の人とも。学校の大きな
特色になると考えます。

【多目的利用】
机と椅子の配置で様々な発表やイベ
ントなど多目的な利用が可能です。

新校舎は教室を雁行配置させ、各教室手前に、個別･少人数学習･教室拡張
のスペースを用意しました。教師の目が届く場所で、自分のペースで学ぶ
ことが可能です。建具を閉じることで、通常の教室利用も可能です。

特別支援学級は、ひとりひとりの環境づくりがより必要な部分です。
「特別支援学級エリア▶教室前廊下▶教室▶教室内の好きな場所▶教室外の好きな場所」
と児童･生徒に最適な場所を構築し、教職員が設えしやすい空間とします。

文部科学省が提言する新しい時代の学
びである「個別最適な学び」「協働的
な学び」と、志布志市の「三つのおしえ
( 煮しめ･つけあげ･にぎりめし )」、松
山地区の特徴「食･自然･地域」、9 年
制教育課程をかけあわせ、ここにしか
ない学びがある学校を実現します。

1 人 1 台端末･ICT 環境の整備に伴い、「黒板を向かない、机がない、学校
外との共学、屋外、教室でない場所」など、多様な学びが実現できるよう
になりました。多様な場所づくりによって、ひとりひとりに沿った個別最
適な学びを実現します。

協働的な学びを行う単位「グループワーク」「学級」「前期･中期･後期課程」
「異学年 2 学級」ごとに、プレゼン場所となる多様なスペースを用意します。
また授業時間外で毎日同じ時間･同じ場所を共有できる 3 つのシーン「登
下校･給食･休憩」の空間を豊かにすることを考えました。

【グループワーク】　  4 ～ 6 人▶教室前スペース･アルコーブ
【2 学級･後期課程単位】   70 人▶多目的スペース･まなび広場･そらした広場
【前期･中期課程単位】≒100 人▶1 階ホール･2 階ホール
規模別プレゼン場所               ▶小 | 階段下･中 | 昇降口･大 | ランチルーム

【休憩 | 楽しい廊下･楽しいひろば】
教室を出て「景色が変わる楽しい廊
下」を歩いた先に魅力的な「多様な
ひろば」を設けることで、学年
を超えた交流が育まれます。

【登下校 | 目線が抜ける昇降口】
昇降口から目線を下げると前期課
程、目線を上げると中期課程の教室
が一望でき、一目 100 人･挨拶 100
回も可能な学校の結節点です。
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地域を感じ、地域に開かれ、地域に親しまれる学校

将来像、保守管理、運用の観点から、持続可能な学校運営を実現する施設づくりを行います。多様な視点から学校の安全性を高め、児童･生徒･教職員を守ります。

課題➁地域に親しまれ、安全で持続可能な学校運営を実現するための提案

安全な学校 持続可能な学校運営

既存校舎（１号棟）

新校舎

 1 階｜
前期課程の普通教室と特別支援学級
を配置。普通教室は雁行配置にして、
各教室にオープンスペースを確保し
ます。特別支援学級は、視覚的な刺
激の少ない法面側に配置し、中庭に
面した廊下を介し、やわらかな自然
光が広がるよう設計します。
 2 階｜
中期課程の普通教室と職員室等の管
理スペースを計画。ランチルームや
地域開放エリアに直接つながるフロ
アで、中期課程の生徒たちが先生や
地域の方々と積極的につながり、学
校の活動の中心としてリーダーシッ
プをもって活動できる配置とします。

既存校舎

新校舎

ランチルーム

屋内運動場

【屋内と一体的な利用】
ランチルームと既存校舎の間に気軽に出
られるデッキと芝生広場を設け、屋内と
一体的に使える場所とします。
( 利用例 )
・屋外で調理を行い、ランチルームで食事。
・地域開放室でお話し会、デッキで昔遊び。

ランチルーム「やっちくホール」を中心に、地域の人々が集いやすくし、
長い廊下を利用した「地域ギャラリー」では歴史や文化を感じることができます。
学校が地域に開かれ、まち全体で子供を見守ることができる環境をつくります。

ランチルーム「やっちくホール」を中心に、地域の人々が集いやすくし、
長い廊下を利用した「地域ギャラリー」では歴史や文化を感じることができます。
学校が地域に開かれ、まち全体で子供を見守ることができる環境をつくります。

 1. 地域に開かれた 1 階の開放エリア
【特別教室の一般開放】
地域の方が講師となる授業を展開できるよ
うに外部から出入りしやすい 1 階に「美術
室･技術室･調理室」を設けます。

【地域開放室（地域カフェ）の設置】
地域の方が気軽に訪れることができる地域
開放室を設置し、地域の方とのふれあいの
場･イベント時の控室として利用します。

【図書室の一般開放】
地域の方も利用可能な図書室とします。地
域交流室やデッキの上で読書したりと、他
にはない気持ちいい読書環境をつくります。

【小さな子どもから高齢者まで】
ふたつの広場には、芝生や
デッキ以外にも、菜園や飼
育小屋、インクルーシブ遊
具があり、年齢を問わず過
ごすことが出来ます。
 2. 地域ギャラリーの設置
各小学校･地域の歴史を感じることができる
ギャラリーを渡り廊下に設け、地域の方が
訪れて想いを馳せたり、子ども達に説明し
たりできるように開放します。

 3. 地域材の利用･木と育む学校
材種･形･仕様･使う場所で色々な表情を見せ
る木材を多様に使い、子ども達が木を感じ、
木とたわむれるような学校とします。

【木が象徴的な木造ランチルーム】
大きな空間に、木造の柱や梁がダイナミッ
クに見え、木の力強さを感じる空間です。
温かみのある木に囲まれた空間での給食は
さらに美味しく、楽しくなります。

【適材適所･内装材の木質化】
床･壁･天井に木材を利用します。「踏み心地
がいい木床、香り立つ木壁、柔らかい木目
が目にやさしい天井」など教室や廊下を中
心に、木がイキイキする空間を提案します。

【建設工事を通じた学び･交流機会の創出】
統合する学校の児童･生徒･地域で行う「やっ
ちくホール上棟式」や「学校サインワーク
ショップ」、「木の工事だより」など、木材
を通して、学びと交流の機会をつくります。

 1. 登下校･移動の安全性
歩車分離された安全な経路を計画
　●敷地内通学動線やバスロータリーの整備
　●歩車分離　●２台のエレベーターの設置
　● 1/15 程度の勾配の屋外スロープ設置
 2. 施設の安全性
事故データや設計手法により安全を確保
　●足がかりを設けない　●見通しの確保
　●防滑性に優れた材料を採用
　●ユニバーサルデザインの採用
 3. 避難経路
すべての建物を低層とすることで、避難上
の負担を軽減し、児童･生徒･教職員が安全
かつ迅速に避難できる計画とします。
特に、前期課程･中期課程の教室が配置され
る新校舎は、1 階･2 階･昇降口の 3 つのレベ
ルで地上に接しており、避難時の移動速度
や判断力に配慮が必要な低学年にも配慮し
ます。

 1. 将来を見据え進化する学校づくり
【児童生徒数･教育の変容に対応】
将来、児童生徒数の減少や地域開放が進む
際に、新校舎の多目的スペースを教室に転
用したり、特別支援学級に間仕切りを設置
して教室数を増やし、既存校舎を「地域共
創ラボ」として開放することも可能です。

【様々な可能性を含んだ施設づくり】
少子高齢化が進む地域で、公的なコミュニ
ティ機能の維持が難しくなることも想定さ
れるため、地域の拠点づくりの可能性を含
んだ拡張性のある施設整備とします。

 2. 将来負担の少ない手に負える建物
当初建設費の約 1.5 倍が必要とされる修繕
更新費に対して多面的にアプローチし、地
域や市民へ負担の少ない「手に負える」建
物づくりを目指します。

【長寿命な建物づくり】
建物として堅牢な材料･仕様を選定し、長
寿命化を図ります。

●100 年近い耐久性のある高温焼成瓦
●建物の劣化を防ぐ深い軒
●水セメント比を考慮した高耐久躯体の実現

【更新しやすい設備計画】
更新が必要な空調設備･給排水設備につい
ては特にルートや設置場所に配慮します。

●予備スペースを備えた PS･EPS の確保
●配線･配管ルートの整理
●各所に設置する機器の標準化と同一化
●汎用性の高いシステムの採用
●管理･更新しやすい床下ピット配管

 3. 学校教職員が運用しやすい施設
数年単位で学校教職員の入れ替りがある学
校施設において、誰が来ても使いやすく、
気持ちよく使ってもらえるよう、教職員の
立場に立つ施設づくりとします。

【分かりやすさ】
既存校舎が複数あり、それぞれの建物で使
い方が異なります。出来る限り既存施設と
新校舎での平準化を目指します。

●新校舎と既存校舎で鍵を統一
●設備系統の整理
●学校全体のマニュアル整備

【清掃･保全のしやすさ】
日々の清掃のしやすさに配慮し、長く気持
ちの良い状態を保ちます。

●水廻りは清掃性が高く･抗菌性のある材料
●使用材料を絞り、清掃･保守方法を減らす
●隙間がない什器レイアウト計画
●ノンワックス床材の使用
●植栽と舗装部分のしっかりした区分け

 4. 防犯性
ラ ン チ ル ー ム は 平 家 建
て、新校舎は 2 階建てと
低く抑え、学校内外から
の見通しが良く、視認性
の高い配置とします。
監視カメラも適切に配置し、教職員による見
守りを支援し、補完します。また、複数拠点
で情報共有できる IP インターホンの導入に
より、不審者の侵入の抑制と迅速な対応を可
能にします。
 5. 避難所としての安全性
二次避難所としての機能確保に配慮し、備蓄
倉庫の設置、マンホールトイレや雨水利用等
の整備を検討します。
体育館には自立運転機能付き GHP 室外機を
採用した、輻射式と吹出式を併用した空調を
検討し、停電時も運転できるよう計画します。
災害時には炊き出し設備へガスを供給できる
計画とし、防災機能を高めます。

1 階｜
ランチホールやデッキに面する 1 階
は、学校のだれもが使いやすく、地
域の方々との活動もしやすいよう、
図書室や特別教室を配置します。
2 階｜
2 階には、落ち着いて勉強ができる
よう、後期課程の２学年の普通教室
を配置。後期課程の特別支援学級は
同じフロアに配置し、同世代との交
流がしやすいように計画しました。

（第５号様式）技術提案書



瓦 鋼板葺 シート･塗装
材料納期 ◎ ◎ △

耐久性
◎

50～80年
○

30年程度
△

10～15年
保全費用 ◎ ○ △
施工供給 ◎ ◎ △
使用機材 ○ ○ △
作業工程 ○ ○ △
労務単価 ○ ○ △

■屋根材の比較

中学生引っ越し

ランチルーム

既存校舎

新校舎
屋内運動場

第１グラウンド

中学生引っ越し既存校舎

ランチルーム

新校舎
屋内運動場

第１グラウンド

時間制限で歩車分離

ランチルーム

既存校舎

新校舎
屋内運動場

第１グラウンド

既存校舎

屋内運動場

第１グラウンド

工事範囲使用範囲 工事完了範囲

課題④ 物価高騰や人手不足を考慮したイニシャルコストおよびランニングコストの縮減に関する提案

課題⑤ その他、独自の提案

工事計画は『生徒及び教職員の安全
確保』『騒音や振動による授業への影
響の排除』『使用不可･不自由期間の
短縮』を念頭に立案します。学校運
営に影響の少ない休日や長期休暇中
の工事を取り入れながら、義務教育
学校として開校する令和 11 年 4 月の
時点で全ての工事を完了する事が出
来る工事計画を提案します。

仮囲い･足場設置範囲 児童生徒動線工事動線

児童･生徒･教職員にとって安全な工事計画

事前準備～運動場 改修 新校舎･ランチルーム  増築Phase  1 Phase  2

建設用地を確保するための運動場のトラック配置整備
を先行して実施します。あわせて事前準備期間を十分
に確保し、学校運営への影響が少ない休日の施工が円
滑かつ効率的に進められるよう綿密な準備を行います。

既存校舎を通常運用しながら、新校舎、ランチルーム、
渡り廊下を増築します。工事車両と生徒等の動線が近
接する区間では、時間制限を設けて歩車分離を図り、
安全な通学･校内動線を確保します。

既設校舎等　改修 渡り廊下･エレベーター棟 増築Phase  3 Phase  4

中学生が新校舎に引っ越します。不足室数は既存校舎
の一部や特別教室棟を利用します。その後、既設校舎、
バスロータリーの整備を行います。体育館の空調改修
は、気温が高くなる前の令和 10 年の春頃に行います。

既設校舎とランチルームをつなぐ渡り廊下、エレベー
ター棟を増築します。中庭等の屋外施設を整備し、全
ての工事の終了後、後期課程の生徒は既存校舎に引っ
越し、その後、1 ～ 6 年生を受け入れます。

【建設費に対する指針】
●発注時期を見据えたコスト(刊行物･見積単価)の積上げ。
●難易度の高い工事 ( 複雑な工程や狭いヤード ) を避ける。
●特殊な工事･工法･材料の使用を避ける。
●平易で使いやすく、競合会社が複数ある材料の選定。
●工事期間の短縮を図ることができる設計内容の検討。

 1. 施工性を考慮した構造形式の選定
段状地形を考慮し、重量のある RC 造の新校舎は運動場レベ
ルに、上段には軽量な木造ランチルームと、S 造の渡り廊下
を計画します。これにより、上段への大型施工機械の進入を
最小限に抑え、仮設工事や杭工事の合理化を図ります。
 2. 木材利用の適材適所
全てを木造とすることはコスト増に直結するため、木材の利
用する範囲を限定し、メリハリのある使い方とします。
　・ランチルーム ：地域材を構造･内装材として使用します。
　・新校舎　　　：小屋組みを木造とし、印象的にします。
　・内装仕上げ　：地域流通規格の羽目板を利用します。
 3. 工事概算金額

イニシャルコストの削減 ランニングコストの削減

PASSIVE

工　事　区　分
令和9年度 令和10年度 令和11年度

工事期間 着工準備期間

学校行事

既設校舎・体育館改修
運動場・外構整備

渡り廊下･EV棟増築
ランチルーム増築
新校舎増築

4 5 1 2 36 7 8 9 10 11 12 4 5 1 2 36 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7

供用開始
供用開始

  1

【ランニングコストに対する指針】
●維持管理性の高い「手に負える建物」づくり。
●更新性の高い機器･工法の使用。
●自然採光･通風を促し、高効率設備を選定。
●清掃性の高い仕上材･納まりの採用。
●将来的を見据えた敷地全体のマスターアーキプラン策定。

 1. パッシブデザインによるエネルギー負荷軽減
・中庭を通り抜ける風による誘引換気。
・階段室や吹抜けによる煙突効果。
・新校舎の建物高さを抑え、敷地内の通風環境の確保。
・建物形状を中庭形式とすることで、各室に自然光を確保。
・深い庇や建物形状による日射制御。
 2. 維持管理性の高い「手に負える建物」づくり
・屋根材は耐久性が高く、美観性・

メンテナンス性に優れた高温焼
成瓦を主材料として採用します。

・空調設備は用途別で系統を分け、
室外機は屋根上ではなく、メン
テナンスしやすい地上レベルで検討します。

・給排水はメンテナンス性を考慮し、建物内は埋設ではな
く、ピット内配管とします。

・フロン排出抑制法に伴う定期検査が不要となる、圧縮機
出力7.5 ㎾未満の機器を採用します。

・改修や修繕時に断水範囲が必要以上に広がらないよう、
系統ごとのメンテナンスバルブを設置します。

概算金額 1,574,815,000( 税込 )
棟名 構造 単価 金額

新校舎棟 RC造2階建 1,750 ㎡ 500,000 875,000,000
ランチルーム棟 木造平屋建 340 ㎡ 550,000 187,000,000
渡り廊下(EV含む) S造2階建 73 ㎡ 450,000 32,850,000
既存校舎改修 RC造2階建 1,798 ㎡ 100,000 179,800,000
体育館改修 S造平屋建  1 式 135,000,000
外構工事  1 式 150,000,000
解体工事 2号棟･8号棟 337 ㎡ 45,000 15,165,000

面積

ACTIVE

（第５号様式）

課題③ 工事期間中における生徒の負担軽減を実現するための提案

技術提案書

 1. 騒音･振動･においの情報共有
騒音･振動･においの受
け取り方は人によって
様々なため、工事内容
に合わせて、見てわか
りやすい資料を作成し
共有します。
 2. 早期のグラウンド整備
グラウンド整備を新校舎の工事着工ま
でに行うことで、生徒の屋外活動が維
持できるよう配慮します。
 3. 工事を見える化
デジタルサイネージや透明性のある
仮囲い計画により、工事の進捗や完
成イメージを共有することで、安心
と新校舎への関心を育みます。

 1. 職員室のフリーアドレス化
固定席と多様なフリー席を配置
し、その日の業務によって適した
場所で働ける環境をつくります。
例）WEB 会議･集中ブースなど
 2. リフレッシュスペース
体調不良の時の休養室や給湯コー
ナーに近く雑談しやすいカフェエ
リアや景色がよいカウンター席な
どを設けます。
 3. 情報発信･共有スペース
児童･生徒や来校者向けと教職員
向けの情報を、適切に発信･共有
できるようきるよう、ペーパー
掲示 ( 磁性･書込 ) とデジタルサ
イネージを併用します。

 1. 配置による生徒への影響軽減
重量のある RC 造の新校舎は運動場レ
ベルに、既存校舎レベルは軽量な木造
ランチルームと鉄骨造の渡り廊下を配
置し、既存校舎廻りへの大型建設機械
の進入を極力抑制します。
 2. 工法による対策
杭工事では、ランチルーム･屋内渡り
廊下は鋼管杭工法を採用し、騒音や
振動の低減を図るとともに、排出土
を減らすことで、運搬車両の往来を
抑制します。
 3. 中庭工事での対策
中庭は授業への影響が出やすい場所
のため、騒音･振動･匂いが少ない工
法を選定します。

 4. 範囲の区分
使用範囲と工事範囲を明確に区分
し、動線の交錯を避けます。
 5. 工事中の避難安全
工事期間中どのフェーズにおいても
使用エリアからの 2 方向避難安全を
確保できる計画とします。
 6. 火災予防
特に改修工事においては工事中の火
災の危険性が高くなるため、改修工
事においては「無火器工法」を採用
するなど火災予防に留意します。
 7. 新校舎棟の遮音性能
新校舎棟の外部建具は、遮音性能

『T-2』等級とし、工事中も含めた
静穏さを確保します。

 1. 必要最低限の改修によるコストのメリハリ
志布志市学校施設長寿命化計画における健全度の数値が極め
て高いことから、外壁や防水についての保全的な改修を行わ
ず、内部の間取り変更に伴う必要最低限の改修とします。
 2. みんなが親しんだ歴史がある校舎の継承
既存校舎には、長い歴史と共に今の
建築にはないユニークな部分があり
ます。塗替えをしたり、用途を変え
て、既存のものがイキイキするよう
な改修を心がけます。
 3. 快適な体育館空調
人が活動するエリアを効率よく快適
に空調する輻射冷暖房パネルを提案
します。熱源を GHP 方式とするこ
とでエネルギー源を分散でき、防災
性も向上します。

歴史あるものを大切に既存校舎の改修提案工事による影響軽減と工事期間中の安全確保 児童･生徒の負担軽減 教職員がいきいき働く環境づくり

フリーアドレス職員室イメージ

振動･音の資料

情報発信イメージ

昭和 26 時計台

懐かしくて新しい

現研テラゾーと昇降口

木製格子戸

環境断面図

３３

松山地域義務教育学校建築基本設計公募型プロポーザル


